日時：平成20年11月19日（水）19:15-21:15
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑA&B
平成20年度　第３回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（１９名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　佐藤
グローバルブレイン　　　　　　　　　佐々木

人財ポケットよっかいち　　　　　　　隈元

いせコンビニネット　　　　　　　　　浦田

チャレンジスクール三重
　　　　玉村
伊賀市社会福祉協議会　　　　　　　　一見
三重県若者自立支援センター　　　　　宇佐美、紙谷、濱條

三重県生活部男女共同参画・ＮＰＯ室　堀木
おしごと広場みえ　　　　　　　　　　石崎、平岩
三重県自閉症・発達障害支援センター　正木

若者就業サポートステーション・みえ　浅井、金田、中川

ＮＰＯ寺子屋プロジェクト　　　　　　井上、白尾、戸上

【　配　布　資　料　】
（資料１）第３回 みえ若者就労支援ネットワーク会議 事項書
（資料２）発表内容シート（チャレンジスクール三重）
（資料３）発表内容シート（いせコンビニネット）
（資料４）「いせ若者就業サポートステーション」ちらし（三つ折り、Ａ４）
（資料５）「就労体験プログラム」ちらし
（資料６）「三重県若者自立支援センター」お知らせ（12月号）
（資料７）「若者の就労を考える保護者向けセミナー」チラシ
（資料８）「チャレンジスクール三重」リーフレット
（資料９）「ジョブ・カード制度」パンフレット（３種類）
１．自己紹介
　○出席者各自が自己紹介。
２．情報共有が必要な事項の報告、告知など（１）
（１）ジョブ・カード制度について（若者就業サポートステーション・みえより説明）
　○ジョブ・カード制度とは、一般の履歴書には記入できないような訓練歴やセミナー参加歴、ボランティア経験歴などを記入できる「ジョブ・カード」を通じて、就労の円滑化を図ろうとする制度。

　○ジョブ・カードを書くことができるキャリア・コンサルタントが、おしごと広場みえや、三重県若者自立支援センター、若者就業サポートステーション・みえに在籍。

　○パンフレット（資料９）を活用した、制度の周知を依頼。

（２）若者の就労を考える保護者向けセミナーについて（三重県若者自立支援センターより説明）
　○自立に悩む若者の保護者を対象とした、講演（講師：四日市南高校教諭 太田仁氏）を中心とするセミナーを開催。

　○会場は、伊賀会場（12/6）、松阪会場（2/7）、四日市会場（2/21）の３カ所。

　○チラシ（資料７）を活用した、セミナーの周知、参加者の勧誘を依頼。

３．団体発表とそれに基づく議論
（１）「チャレンジスクール三重」団体発表
　○玉村さんより、資料２に基づいて説明。
（２）「いせコンビニネット」団体発表
　○浦田さんより、資料３に基づいて説明。
（３）発表者ごとに議論
①チャレンジスクール三重 玉村さんを囲んで

<質問したいこと>

・費用の問題で、コスト収入は？ 経営上の大きな課題は？

⇒『スタッフに対してアルバイト程度の報酬を払いつつ、収支はトントンで行えている。もっと色々なことを実施したいものの、スタッフは十分ではない。ボランティアもいるが、あまり責任を追及できない。その意味で、もう少し行政と関わりを持ったり、農業などの収益事業へジョブトレーニング的に取り組んだりしていきたいと考えている。』

⇒『求めているものとしては、農業や手芸関係の体験をサポートできるような人や場所がいればと思う。』

→「農業技術センター等に相談してみてはどうか？」

・利用後もつながりがあるのか？

⇒『チャレンジスクール三重としてのサポートは“送り出すまで”である。高校卒業の資格をとる頃には、年齢的にも、自立心が芽生えてくる時期になっている。後のフォローはほとんど必要ない。』

⇒『高校卒業の資格をとるには、通信制高校で単位を取得する必要があるが、自校のカリキュラムを単位として認めてくれるところもある。ただし、社会生活では“人とのかかわり”が必要であり、色々な形で補っているが、それも日常的に体験できることが大切である。』

・就職活動になった場合、個人で行うのか？ 企業開拓など行うのか？

⇒『職業安定所へ連れて行ったり、企業との間に入って就職活動をしたりすることもある。』

⇒『今年度、文部科学省の事業で、そうした生徒の就職活動が研究テーマとなっており、近日中に商工会議所で企業の意見を聞く機会がある。』

⇒『企業サイドで、若者を雇うことに抵抗があるようだ。こうしたことに、企業の理解が広がればと思っている。』

→「就職しま専科の受講は有効である。」

・現在具体的に連携している団体はあるか？

⇒『松阪市教育委員会の子ども支援センターと関係がある。そこの小学生が当校へ来たり、当校の高校生がセンターに出向いて、一緒にゲームをしたり、調理実習をしたりしている。』『私立の通信制高校と連携している。ただし、利用者の負担は両方かかるので、何とかできないかと考えている。』

・現在同じような目的の団体はありますか？

・利用者の多様なニーズの中で、主なもの、特徴は何ですか？

・途中で脱落しないような工夫・配慮は？

・不登校生の場合、もとの学校に戻っていく場合もあるのか？　ある場合、橋渡しのような支援もしていくのか？

<提案したいこと>

・フリースクールの子に対しても体験入学できるようにしてみてはどうか。

・ケーブルテレビなどで宣伝。

・卒業後に向けてキャリア教育の時間（就労体験など）があればいいのでは？

<連携の可能性について>

・心の問題については若者自立支援センターやサポステ等のカウンセラーの利用について連携できるのでは？（三重県若者自立支援センター）

・居場所の相互活用、サポステみえからの登録者紹介。

・退職人材の活用（人財ポケットよっかいち、シルバー人材センター）。

・就職に向けてなかなか動き出せない人には、アスト津３Ｆ（おしごと広場、自立支援センター、サポステ等）の利用を勧めていただければ。

・高校連携で中退者の支援をしているので、高卒資格の面で協力できるのでは（三重県若者自立支援センター）。
②いせコンビニネット 浦田さんを囲んで

<質問したいこと>

・なぜ農業をやろうと考えましたか？ ⇒『相談者の中に農業がいいのではないかと言うイメージを持つ人たちがいた。農地を貸してくれて栽培方法を教えてくれる協力者がいる。』→「農業は儲からない、続かない。」「人財ポケットよっかいちは四日市大学の学生に農業をビジネスとして地域との連携で協働を考えている。ＪＡとタイアップし地産地消で売っていきたい。」「伊賀地区の水耕栽培は凄い。夢農会に見学に行ってきた。小松菜は年に２５回取れる。」「減農薬野菜はレストランから引き合いが多く、供給が追いつかない。」「無農薬野菜の認可は４年かかる。」

・伊勢市との連携の状況は？ 市関係課との連携は？ 市単独事業の実施は？ 伊勢市以外の自治体との連携の状況は？ ⇒『伊勢市以外はない。伊勢市は地域再生事業でイベントに参加している。ハローワークが近い。伊勢市との連携で臨床心理士に月一回来てもらっている。貸し館事業について、光熱費の負担をしてもらっている。』

・経済的自立は？ ⇒『３年前は非常に苦しかった。年商は、去年2,400万円、今年4,000万円で、うち指定管理者2,500万円、サポステ1,500万円となっている。自主財源として、農業を模索している。』

・サポートステーションとしてのレベルアップの取り組みは？ ⇒『スタッフは７年間で12名おり、理事は40歳代後半、スタッフは20歳代後半と退職者となっている。伊勢では当事者からスタッフになった人はいないが、静岡は不登校者からのスタッフがいる。』『相談を受ける現場はあっても相談者はいないし、相談者の資格があっても相談現場がない。国が産業カウンセラー、心理カウンセラー、臨床心理士を置くことを義務づけている。事業の受託者としては資格者より、相談できる人を入れたい。』『相談現場がスタッフ育成の場であり、経験を積み重ねることでスキルアップする。このほか、県の講習会には、参加をしている。』

・登録者数について？ ⇒『何回も相談に来てもらっている人がほとんどで、１回の人はほとんどいない。事業計画よりやや多く来てもらっている。』

・支援先のネットワーク作りを有機的にできないか？ ⇒『個人情報法に抵触するかも知れないが、携わった当事者が現在どうなっているかを把握したい。その人にあった支援が行き届いているのか確認したいし、心配である。調整する機関が必要である。』

・支援方法としては？ ⇒『決断はできないけどこだわりがある人たちは、限度を超えると先に進まない。そのことを確認する方法を提起するのが必要である。また、その人たちに現実を優先させる折り合いをどうやってつけるか、専門性を持った方法やノウハウが必要である。』

・課題としては？ ⇒『各事業所間での連携が必要である。』『相談者の情報の共有のためのルール作りが必要である。』

・実人数は（本人）

・メール・電話の相談が０なのはどうしてでしょうか

・貸館利用についての記載がありませんでしたが、現在どのようになっていますか

<提案したいこと>

・サポステ同志の交流、見学会、事例検討会

・常設の就労体験場所は体験→就労へ移行可能な形式にしてはどうだろうか

<連携の可能性について>

・農業に関しては生産から販売まで情報を提供していただけると協力できると思う

・就労体験事業への参加者募集、勧誘

・個人情報との関係でむずかしいが登録者共有は、現状をつかんでいきたい（支援者の）

・別の地域に手を延ばすうえでは出て来ると思います

４．情報共有が必要な事項の報告、告知など（２）
（１）就職しま専科、三重県ふるさと就職セミナーについて（お仕事広場みえより説明）
　○就職しま専科は、就職活動にかかわるマナー講座等の基礎的なものから、ものづくり・パソコンといった専門的な講座までを受講していただき、企業へのインターンシップで働くことの意味を考えていただき、場合によっては企業への就職に結びつくこともある講座。

　○説明会は南勢地域で２回ほどを残すのみであり、詳しくはチラシに記載の問い合わせ先まで連絡を依頼。

　○11/24に三重県ふるさと就職セミナーを四日市で行う。概ね35歳未満の若者が対象となっているので、ＰＲを依頼。

（２）就労体験プログラム、いせ若者就労サポートステーションについて（いせコンビニネットより説明）
　○チラシ（資料４・５）を活用した、周知、勧誘を依頼。

以 上


